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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は食道癌におけるマイクロサテライト不安定性（MSI）の関係を検討したも   
のである。62例の食道癌とその周辺の性状食道粘膜から抽出されたDNAを5種類   
のNCI推奨マーカーと17q24・25に存在するマイクロサテライトマーカー10種類   
を使用してMSIの状態を測定した。44例はパラフィン切片、18例は凍結標本でい   
ずれも手術摘出されたものである。MSIの状態を安定（MSS）、低（MSI・L）、高   
（MSトH）に分類した。その結果、62例中38例（61．3％）はMSS、19例（30．6％）   
がMSI・L、5例（8・1％）がMSI・Hであった。MSIの状態はリンパ節転移や組織型   
とは関係なかったが、深達度はMSSの頻度と関係し、MSI－Lのレベルと深達度は   
逆相関していた。MSIの状態と患者予後とは関連がなかった。  
実験の目的、手法、結果とその解釈とも適切になされており、食道癌における   
MSIについて重要な知見を得たものと評価される。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
